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自己評価基準
A  ： 目標達成に向け順調な実施状況。事業の効率化に

より、完成の前倒しも可能
B ： 新技術の導入や適切な対策手法の選定等で完成

可能
C ： 計画通りに事業が進捗しておらず、完成がやや

困難
D ： 事業がほとんど実施されておらず、完成が困難
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東横堀川・道頓堀川の水質改善（大阪市）

東
横
堀
川
・
道
頓
堀
川
の
特
徴

• 東横堀川・道頓堀川は大阪市内の繁華街「ミナミ」の中
心部を流れる河川である。

• 道頓堀川にはとんぼりリバーウォークと呼ばれる遊歩道
が整備されており、近年ではオープンカフェの設置やイ
ベントの開催等がされており、国内の利用者だけでなく
海外からの観光客にも親しまれている。

• 一方で、合流式下水道の雨水吐き口が28か所存在してお
り、降雨時には未処理下水の放流が頻繁に発生し、水質
汚濁の原因となっていたことより、水質改善が求められ
てきた。

東
横
堀
川
・
道
頓
堀
川
の
水
質
改
善

 北浜逢坂貯留管の整備

• "雨水吐き口から未処理下
水を放流させないこと"を
目標に、大規模貯留管（14
万m3）を建設し、平成26年
度より供用を開始した。

東横堀川・道頓堀川の水質改善のため、下水道事業として
次の取組を行っている。

参考：高度処理水導水の実施

・降雨時の状況

膜処理水整備前 整備後

中浜下水処理場の改
築更新に合わせて導入
した膜分離活性汚泥法
（MBR）による高度処
理水を東横堀川へ導
水。

令和3年8月より送水
開始。

○整備効果

• 貯留管供用前は、降雨
後1～2日間の糞便性大
腸菌群数が高かったが、
供用後は降雨後の増加
を抑制できている。

大 阪 市 建 設 局
令和 5 年 6 月 3 0 日



合流式下水道の改善（東京都）雨水放流先の変更 業平橋ポンプ所

１

閉
鎖
性
水
域
の
水
質
改
善
対
策

２

案
内
図
：
雨
水
放
流
先
の
変
更

３

水
質
改
善
の
効
果

① 雨水放流管の整備
雨水放流先を隅田川へ変更
(内 径) 5,000㎜
(延 長) 約471m
(最深部) 約42m

（旧）ポンプ所 再構築後
ポンプ所

雨水放流口 ↑

（対策前）閉鎖性水域への雨水放流 1980年代 （対策後）ポンプ所再構築に伴う雨水放流先の変更

← 東京スカイツリー

← 水辺空間を活かした
東京ミズマチと遊歩道

〇 北十間川（閉鎖性水域）の水質、臭気問題
・業平橋ポンプ所からの雨水放流の際、北十間川に悪

臭が発生すると地元住民から苦情が頻発。

◎ 雨水放流先の変更による水質改善
・ポンプ所からの雨水放流による水質改善、臭気対策

を図るため、隅田川への直接排水を関係者で協議。

・平成11年度に着手、平成20年度に雨水放流先を変更。

◎ 水辺を中心とした一体的なまちづくりが進展
・墨田区では、北十間川水辺活用構想に基づき浅草か
ら東京スカイツリー間の賑わい創出と観光回遊性向

上を目的として、水辺を中心とした鉄道高架下、区

道、公園など一体的なまちづくり、空間整備を実施。

・現在、多くの観光客等が訪れる水辺空間となってお

り、さらにカヌー等の水面利用も盛んである。

北十間川（閉鎖性水域）
雨天時に水質、臭気問題が発生

② 業平橋ポンプ所
（現状）
・雨水排水面積 約153ha
・雨水放流量 約19m3/s
（将来）
・雨水排水面積 約302ha
・雨水放流量 約40m3/s

合
流
幹
線

合
流
幹
線

代
替
・
浸
水
幹
線

現 在

東京スカイツリー

浅草

↓
隅田川

東 京 都 下 水 道 局
令 和 5 年 6 月 3 0 日
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中川運河の水質改善（名古屋市）

中
川
運
河
の
特
徴

② 高度処理水を露橋水処理センターから約
800ｍ上流にある閉鎖性の高い中川運河堀止
部に還流させることで、水循環を促進。

閉鎖性水域における水循環の促進

ささしまライブ24地
区

名 古 屋
駅

運河の流れ

ささしまライブ２４地区

名古屋駅

露橋水処理センター

露
橋
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

露橋水処理センターは、昭和８年に稼動して以来７０年が経過し
ていたことから、平成１５年度より全面的な改築更新事業を進め、
平成３１年３月に完成した（下水処理は平成２９年度に運用開始）｡

改築前 改築後
・「ささしまライブ２４地区」は２０１７年１０月に

「まちびらき」した新しいエリアであり、大学、放
送局、複合大型商業施設等の建設を含むまちづくり
が進められている。

・中川運河は名古屋港と名古屋駅の南に位置する「さ
さしまライブ２４地区」を結ぶ、全長８.２ｋｍの
運河で約９０年前に整備された。

・中川運河は閉鎖的水域で水が滞留しやすい環境であ
ることから、名古屋港から海水を取り入れて運河へ
水を流す対策を実施する等、以前より水質改善に取
り組んできた。

① 露橋水処理センターの改築にあわせて、
簡易処理高度化施設（280,000m3/日）を導入。

中
川
運
河
の
水
質
改
善

水質改善効果

修景用水
運河の水質改善

高度処理水送水

運河の水質改善に利用
（約30,000m3/日）

親水空間における修景用水に利用
(約30,000m3/日のうち約5,000m3/日)

名古屋市上下水道局
令 和 5 年 6 月 3 0 日
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次亜塩素酸ナトリウムのみ
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首都高速道路（株）HPより

着色部：首都高の地下事業区間
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（多様な主体との連携事例） 目黒川における水質浄化対策検討会
東 京 都 下 水 道 局
令 和 5 年 6 月 3 0 日

検
討
会
の
目
的

１．検討会の目的及び設置
◎ 目黒川における悪臭や白濁化を減少させるため、水質浄化対策について関係機関が連携して総合的
に検討を行い、もって目黒川の水質浄化を推進させるため、目黒区が事務局となり、本対策検討会を
設置

２．所掌事項
① 目黒川について流域を含む総合的な水質浄化対策の計画及び実施に関すること
② 総合的な水質改善対策の役割分担に関すること

検
討
会
の
設
置
ま
で

H21年度～H30年度（取組開始） H29年度～H30年度（評価委員会の設置） R元年度～（検討会の設置）

○目黒川の水質改善に向けた調査・研究を
開始

取組①：高濃度酸素溶解水を用いた浄化
実験（H21年度 ～ H23年度）
⇒目黒区・品川区の連携で実施

取組②：底質改善材を用いた実験（H28年
度 ～ H30年度）
⇒目黒区が実施

○目黒区が事務局となり、これまでの実験
結果を総合的に評価するため、H29年度
に目黒川水質浄化対策評価委員会を設置

○目黒川の水質改善は多様な主体との連携
が必要になることから、評価委員会は、
東京都（環境局・建設局）、品川区、世
田谷区、目黒区により構成

○今後の短期的な対策として「高濃度酸素
溶解水供給」を最善策と評価した。ま
た、河川対策や下水道対策を踏まえた水
質浄化の中長期的な計画を作成すること
が望ましいとした。

目
黒
区

世
田
谷
区

・
品
川
区

・
東
京
都

連携

○これまでの評価結果に基づき、水質浄化
を具体的に進めるため、「目黒川水質浄
化対策検討会」を設置（評価委員会のメ
ンバーに加えて下水道局も参加）
⇒令和2年度に目黒川水質浄化対策計画を

作成

○計画作成にあたっては、これまで蓄積し
たモニタリング結果を踏まえ、シミュ
レーションによる効果検証の取組も実施

○検討会を毎年開催し、モニタリング結果
（臭気・スカム・白濁化）や各取組状況
等を報告し、計画した取組を着実に推進

検
討
会
の
役
割
分
担

河川内対策 流域対策 その他

対
策

・河床整正及び浚渫
・高濃度酸素溶解水施設の整備
など

・下水道事業の推進
（初期越流水貯留施設の整備）
（部分分流化の推進）

・雨水浸透の拡大 など

・水環境モニタリング
・情報発信
・対策の評価及び見直し
・美化運動 など

担
当 ・建設局、地元区 ・下水道局、地元区

・環境局、建設局、下水道局
地元区、住民
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（多様な主体との連携事例） 目黒川における水質浄化対策検討会

目
標
設
定
（
考
え
方
）

対
策
効
果
の
検
証

１ 水質改善の短期・中期・長期目標

◎ 目黒川の水質改善を進めていくため、「悪臭」「スカム」「白濁化」を対象に水質改善の目標を設定
◎ 「短期目標（概ね5年後・悪臭が軽減された目黒川）」、「中期目標（概ね10年後・悪臭、白濁化及びスカムが大幅に軽減された目黒
川）」、「長期目標（将来的な達成・川辺で憩える親しみのある目黒川）」を目指す

悪臭（硫化水素） スカム 白濁化

評価項目 大気中の硫化水素濃度 スカムが水面を占める面積割合 白濁化レベル（目黒区独自指標）

目標値
(短期）0.2ppm以下 … 達成率50%※

(中期）0.2ppm以下 … 達成率100%
(長期) 0.06ppm以下 … 達成率100%

（短期) 設定なし
（中期・長期）１％以下

（短期) 設定なし
（中期・長期) レベル１以下（表層硫
黄濃度0.25mg/L以下）

根拠 悪臭防止法を参考に設定 目黒区が他河川の取組を参考に設定 目黒区の調査結果に基づき設定

◎ モニタリング調査の実施

※達成率＝（目標を超過した日数（現況）ー目標値を超過した（対策後））÷目標値を超過した日数（現況）

２ 参考（スカムと白濁化の判定基準）

写
真
①

ス
カ
ム
の
判
定
基
準
例

（
ス
カ
ム
１
％
程
度
）

写
真
②

白
濁
化
の
判
定
基
準
例

（
白
濁
化
レ
ベ
ル
）

○平成30年度から、目黒区により目黒川のモニタリングを実施
(対象）①臭気 ②スカム ③白濁化 等
(期間）４月～１０月（連続観測） … 水質が悪化する時期

○モニタリング継続して実施し、定期的に対策効果の評価・対
策内容の再検討を行い、効率的に水質浄化対策を進めながら
将来的な長期目標の達成を目指す

スカムが水面に占
める割合1％程度

タラップに設置

拡大

硫化水素計

東 京 都 下 水 道 局
令 和 5 年 6 月 3 0 日
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浚渫作業 高濃度酸素水浄化施設 合流改善貯留施設整備事業

悪臭の原因の一部となっている護岸（犬走
り）の堆積汚泥について、６～８月に回収作
業を実施

水質悪化の一因となっている川底付近の
酸素不足解消を目的として令和3年度から
稼働

降雨初期の特に汚れた下水を貯留する施設
の整備を令和2年度から着手

地元区と連携した取組事例（呑川）

現
状

• 呑川は世田谷区新町地先に源を発し、世田谷区・目黒区・大田区を
流れて東京湾に注ぐ、延長14.4kmの二級河川

• 下水道整備が進んだことから、近年では「生活環境の保全に関する
環境基準（河川）」のD類型を達成

• 一方で、感潮区間における水の滞留により、水質悪化やスカムによ
る悪臭の発生が問題となっており、平成25年度から「呑川水質浄化

対策研究会」を設置

※呑川における下水道の雨水吐口は23箇所

スカムの状況①
（R1.6.25 双流橋下流）

スカムの状況②
（R3.7.12 御成橋上流）

地
元
区
の
取
組

呑川水質浄化対策研究会 東京都城南五区下水道・河川連絡協議会

• 呑川の水質改善を推進するため、大田区（事務局）及び都（環
境局、建設局、下水道局）、関係区（世田谷区、目黒区）で
構成

• 検討会において、河川対策・下水道対策・流域対策などの総合的
な水質浄化対策を検討

• 毎年検討会を実施し、各年度の取組内容について関係部局が報
告（取組内容は大田区HPに掲載）

• 城南五区における合流式下水道の改善や河川環境の
整備等により、住民の生活環境の向上・改善を図ること
を目的とした協議会

• 毎年都に対し、水質浄化の早期実施などの要望活動を
実施

水
質
改
善
の
主
な
取
組

高濃度酸素水浄化施設汚泥改修作業状況

【呑川中流部合流改善貯留施設】
降雨初期の特に汚れた下水を
貯留する貯留管の整備を令和2
年度から開始

貯留容量（予定）：約38,000m3

東 京 都 下 水 道 局
令 和 5 年 6 月 3 0 日
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合流式下水道緊急改善事業以降における水質改善の必要性（目黒川）

堀川右岸雨水滞水池

ＤＯ補給施設

順流区間 親水護岸

ヘドロ浚渫

合流式下水道緊急改善事業以降における水質改善の必要性（堀川・新堀川）
名古屋市上下水道局
令 和 5 年 6 月 3 0 日
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